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 知的障がい児・者と家族の会           【１２月号】 令和 6 年 12 月 17 日 

                                       発行元 （一社）京都手をつなぐ育成会 

京都市右京区西京極新明町 38 番地 3 

Tel:075-322-1070  Fax:075-322-1071 

ホームページ http://kyotoikuseikai.or.jp/ 

                                            メール: jimu@kyotoikuseikai.or.jp 

ふ れ あ い 作 品 展 ＆ 発 表 会 の ご 案 内 

今年も「ふれあい作品展＆発表会」を開催することになりました。 

本人さん、ご家族関係者等々の作品、練習の成果を披露していただきます。 

みなさまお誘い合わせのうえ、足をお運び下さい。 
 

日 時 令和 7 年 2 月 8 日（土）12 時半〜15 時 

会 場 ハートピア京都（烏丸丸太町南側） 

内 容 [ 作 品 展 示 ] 青年学級・クラブ活動での作品、 

絵画、書道、俳句 など 

     [ステージ発表] よさこい踊り隊、コールいくせい、 

             ハンドベル、ピアノ演奏、 

             ヒップホップダンス、京都音楽隊 他 

[ 物 品 販 売 ] 伏見工房、山科工房コーヒー・ポップコーン 

西寺育成苑パン・クッキー、西大路工房・刺し子ふきん 等 

     ＊京都市障害者相談員による相談受付も行います。 

☆展示作品の募集期間を延長します☆ 

  令和７年１月 22 日(水)までに事務局（☏322-1070）までお申し込み下さい。 

  作品は本部事務局又はひかり学園に事前持込み可能ですので、多くの皆さま 

  からの応募をお待ちしております。 

美 山 育 成 苑 研 修 会 の ご 案 内 

 

１０月に実施しました美山育成苑への「日帰りバスツアー」へ大勢の方々に

ご参加いただきありがとうございました。施設の様子はご覧いただけました

が、生活の状況や費用面など、まだまだ多くの内容を会員の皆様に知っていた

だきたいため、ひかり学園にて「美山育成苑研修会」を開催いたします。 

事前申込は不要ですので、当日直接会場へお越しください。多くの皆様の 

ご参加をお待ちしています。問合せは事務局（☏322-1070）まで。 
 

日 時 令和７年２月２４日（月・振休）午後１時３０分～３時３０分 

会 場 ひかり学園（左京区吉田近衛町・よしだ学園） 

内 容 入所概要（施設・経費等） ＊美山育成苑職員から説明 

     親の思い ＊利用者保護者からお話しいたします 
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「第 32 回京都市知的障害児・者福祉研修大会」報告 

11 月 30 日（土）にハートピア京都にて開催されました。来賓の挨拶後、全国

手をつなぐ育成会連合会の久保厚子顧問に「育成会はなぜ必要なのか・伝えたいこ

と」をテーマに講演いただきました。育成会は、偏見と差別が激しかった時代に、障害のある我

が子の人権と幸せを求める親たちの活動が全国に広がり発足した組織であること。この会は単に

悩める人達が集まり慰めあうだけのものであるべきではなく、人権擁護活動、キャラバン隊等の

障害者理解促進活動、政策提言や制度を作る運動団体である。そしてそれらを引き継ぎ、また現

在の状況や人の気持ちの変化に合わせ、これからの活動を考えることが必要である。一人なら出

来なくても育成会だから出来る。年代を超えて話し合い、力を合わせて人権と福祉活動を実現さ

せましょう、との内容でした。久保顧問の熱い思いが伝わりました。 

そして次に、立命館大学産業社会学部教授の岡田まり先生から「障害者福祉

制度並びに京都市の福祉施策の現状」をテーマに講演いただきました。障害者

基本法、障害者総合支援法についての大まかな説明後、京都市の福祉施策「ほ

ほえみプラン」について、第 6 期（2021-2023）の取組みの結果内容と、第

7 期（2024-2029）の計画等を話していただきました。介助者の高齢化、脱施設化、地域移行

に向けての取り組み、サービス制度の不備（人材不足）等々課題はたくさんあり、私たちは注視

し声を上げ続けることが必要だと感じました。             （研修委員 田中） 

                          
 
 
 

戸倉君子さん（南区）が表彰されました 
１１月２６日開催の「全国社会福祉大会」において、永年にわたる地域福祉における

ご活躍を称えられ、南区の前支部長、戸倉君子さんが「全国社会福祉協議会会長表彰」 

を受けられました。おめでとうございます。戸倉さんが育成会にご入会以来 40 数年、 

その間支部や本部の役職を切れ目無くこなしていただき、明るく元気なお人柄は周囲の人々の信

頼を集めました。南支部にとって、まだまだこれからも活動の「核」になって頂きたいと願いま

す。育成会においても今後ますますのご活躍をお願いいたします。（南区 薮内） 

京遊連様から助成金をいただきました 
１１月２９日（金）、京都ブライトンホテルにて、育成会を含む２８

の福祉団体や京都市等とともに、公益財団法人京遊連社会福祉基金様

から活動助成金をいただきました。育成会は毎年、本人と家族の交流

を深める事業に助成金をいただいており、今年度も３０万円をいただ

きました。本人活動のために使わせていただきます。 

「京都市ゆうあいボウリング大会」ご案内 

日 時  令和７年２月 15 日（土）午前 10 時 30 分 競技開始 

会 場  ＭＫボウル上賀茂（北区上賀茂西河原町） 

参加資格 京都市内在住で療育手帳の交付を受けた満 12 歳以上 

（令和６年４月１日現在）の知的障害者 

定 員  ６０名（定員になり次第締切） ＊競技は２ゲームの合計得点で順位を決定  

参加費  無料 申込み １月 30 日（木）までに育成会事務局（☏322-1070）まで 

久保顧問の講演を YouTube でご覧いただけます。   ＊こちらの QR より→ 

熱い思いを直接、感じてください。https://youtu.be/oHlvUdhc4Cs 

https://youtu.be/oHlvUdhc4Cs
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組織だより 令和６年１２月 

 

 

 

 

 

★令和６年度 近畿大会 本人大会 第 3 回 実行委員会 

  標記委員会が 11 月 3 日（日）大阪市の育成会主催で開かれました。12 月 1 日の近畿大会

で発表する本人大会の決議文等について話し合いました。京都からも４名の本人が参加してい

ます。 

★令和６年度 第３１回障害のある市民の雇用フォーラム 

  標記フォーラムが１１月６日（水）総合支援学校生徒の進路開拓をめざす『巣立ちのネット

ＷＯＲＫ』主催で開催されました。その後京都市総合支援学校・特別支援学校の進路指導主事

会の就労に向けた取組みの紹介がありました。 

★令和６年度 第１回京都市障害者施策推進審議会 

 標記会議が１１月１３日（水）開催されました。京都市からは、「はぐくみ支え合うまち・

京都ほほえみプラン（中間見直し版）」に掲げる施策の、令和５年度取組実績等について説明

がありました。ある障害者団体の代表の方から、「目に見えない障害の事をわかっておられな

い市民の方もおられる」という発言がありましたので、育成会では京都市に「あいサポート運

動」をして欲しいとお願いしていますと伝えました。「あいサポート運動」は認知症サポータ

ーの障害者版で、市民に障害者を広く知っていただける取組みです。 

★京都障害児者親の会協議会より京都府と京都市への要望について 

 標記の要望懇談会を京都府とは１１月１８日（月）に、京都市とは１１月２５日（月）にも

ちました。育成会からは、「あいサポート運動」への取組みのお願いと、事業所職員の処遇改

善即ち職員の賃金のアップを国にお願いしてください、と伝えました。 

★令和６年度 京都府障害者施策推進協議会 

 標記会議が、１１月２０日（水）に開催されました。議題は、第４期京都府障害者基本計画

の達成状況についてと、第６期京都府障害福祉計画・第２期京都府障害児福祉計画の実施状況

について、京都府から説明がありました。 

★令和６年度 障害福祉委員会について 

 標記委員会が１１月２５日（月）に京都市社会福祉協議会の主催で開催されました。京都市

に提出する「今後の障害保健福祉施策に関する要望書」について各障害者団体等から意見を聞

かれました。地域生活の安心や差別解消、権利擁護、災害にむけて防災訓練に障害のある人も

参加出来る避難訓練の実施について、意見交換がされました。 

★令和６年度みやこユニバーサルデザイン審議会‐第１回みやこユニバーサルデザイン普及推進部会 

 標記会議が１１月２９日（金）開催されました。ユニバーサルデザイン普及推進について、

市庁内の取組や、ユニバーサルデザインの普及推進の進め方について意見交換しました。 

★旧優生保護法による被害者への補償金等を定める法律 

本年７月の最高裁判決をふまえ、旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた方等に対し、補

償金や一時金を支給することを定めた法律が公布されました。 

（組織委員会）  
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レポート：第 63 回近畿知的障がい者福祉大会 in 大阪 

 自分と家族の命を守るために  ～個別避難計画と防災対策～ 

 

第 63 回近畿知的障がい者福祉大会が、12 月 1 日（日）クレオ大

阪中央にて行われ、京都手をつなぐ育成会から大型バスを貸し切り、

24 人が参加しました。 

▶中央情勢報告 全国手をつなぐ育成会連合会（以

下、全育連）の又村あおい常務理事より中央情勢報告

がありました。今年 4 月改正の児童福祉法、障害者総

合支援法のポイントや、強度行動障害者の支援のあり方。また障害者差別解消法の

改正により民間事業者にも合理的配慮の提供が義務化される中、育成会として啓発

キャラバン隊などの活動を一層進めていくことがよびかけられました。その他、成年後見制度の

見直し議論や療育手帳の判定基準見直し研究の状況、旧優生保護法による強制不妊の違憲判決に

ついて報告がありました。また全育連としての今年度の重点取り組みの報告や、能登半島地震義

援金や要望活動、知的・発達障害に対する理解のある避難所を増やすために啓発隊の役割や、能

登半島地震から見えてきた課題・災害ケースマネジメントの進め方、生活再建支援のあり方につ

いて、報告がありました。 

▶一つ目の講演「避難行動要支援者にまつわる諸制度と動向について」では、佛教大学専任講師

の後藤至功氏より報告がありました。後藤氏は、兵庫県宝塚市出身で阪神淡路大震災にて自宅が

全壊被災した経験をもとに、その後の日本各地の地震や水害による大災害の被災地において支援

活動をされています。講演では、今年 1 月の能登半島地震の際の被災地の状況を中心に、現地で

撮影されたスライド写真などをもとに報告され、その特徴として「1.5 次避難所」への広域避難

があったことや、被災施設・事業所の事例比較をもとに「避難せずに地元でねばった」ところほ

ど復旧のスピードが早いことが指摘されました。 

また令和３年度の介護報酬改定の中で BCP（事業継続計画：感染症や非常災害の発生時に早期

の業務再開を図るための計画）の策定が義務化されたこと。災害対策基本法改正によって「個別

避難計画」の作成が義務化されたことをふまえ、個別避難計画を通して地区の防災計画につな

げ、みんなで助かる支え合いをめざして各地の事例を紹介されました。 

▶二つ目の講演「福祉×防災×ｺﾐｭﾆﾃｨ みんなで助かるために 個別避難計画からみる福祉防災の全体像」

と題して、（一社）福祉防災コミュニティ協会理事の湯井恵美子氏より報告がありました。湯井

氏は、息子の亮くんに区分５の重度知的障害と自閉症があり、特別支援学校の防災減災の取り組

みに関する研究で博士論文を執筆されています。講演の中で特に強調されていたことは、「支援

が必要な人も、支援をする人も、一緒に助かるための関係づくり」や、対立構造を作らない「み

んなでつくる地区防災計画のあり方」についてです。また子どもに「SOS カード」として連絡

先や本人の特性を書いたメモを持たせたり、緊急地震速報を毎日聞かせることで非常時にもパニ

ックを起こさないように対策することなど、家庭でもできる実践的なアドバイスもありました。

SOS カードには本人の「苦手面」だけでなく「好きなこと」を書く工夫や、この間の災害におけ

る「逃げ遅れの教訓」から「避難場所は自分で決められる」時代へ事前に計画を作成・共有する

重要性についてふれられた点は、意外で従来の「常識」を脱却したお話でした。 
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▶シンポジウム「自然災害と自助・互助・共助・公助」では、 

又村氏の司会のもとに、シンポジストとして、前段の２人の講演

者のほか、大阪市手をつなぐ育成会副理事長の上宮俊一氏を交え

て行われました。まず上宮氏が実際に用意された「大きいお金を

使わず 100 均で揃えられる災害グッズ」の中身について、３人

のシンポジストによる即興の連携プレーで紹介されました。 

また上宮氏から「障害特性によって各々のニーズが違い、個別

避難計画は一人で作るのではなく、地域と連動することが必要。計画の作成が最終の目的ではな

い。防災は世代を超えたニーズがあり、計画をきっかけにしてつながりを広げましょう」と今後

の育成会活動にも連動したお話がありました。 

▶盛りだくさんで充実した大会に 12 時開会から閉会の 17 時近くまで、舞台展開を除いては

休憩もなかったのは少し大変でしたが、盛りだくさんの充実した大会で大変勉強になりました。 

（文化理事 西口） 

 
 

本人大会 「聞いてよ！見てよ！」みんな満面の笑顔 

 

また同時開催で行われた「本人大会」では４つの部会に分かれ、 

[作ろう]ではエコバックやポーチにステンシルで絵を書きました。 

参加した方は、皆さん世界に一つしかないエコバックができまし

た。 [動こう]ではインドのお医者さんが考えた笑いのヨガです。

なんか難しそうですが、みんなが 

普段何気にしている呼吸にあわせ 

て体を動かすので、体にはごほうび体操です。 [見よう]では 

アニメ（ドラえもん）かお笑い（ドリフターズ）の 2 択から選

んで鑑賞しました。 [学ぼう]では知らない同士 2 人 1 組にな

り、自己紹介を互いに発表しました。本人大会実行委員のロールプレイ劇（昭和のお母さんを上

手に再現されてました）を見て、決められた班グループで虐待のことを話し合いました。 

［学ぼう］の本人さんの感想では、怒られてばかりだと今まで出来ていることも出来なくな

る。「早よせんかい！遅い！」などの怒鳴りは、せこすぎる。中々相談しづらい。バカとかの言

葉があると相談できるけど…。他府県交流だからこそ、前の作業所では、つねる職員がいたと

か、実はお母さんに虐待されたことがあるとか、「ここだけの話」をしたり、こんな時にはどう

すれば良かったか？など話し合いました。相談できる人は誰か？多くは親でしたが、次に多いの

は「いない」という結果で、職員さんとか区役所の人の中で、大阪の一人だけが「育成会の人」

と答えていました。緊張する仲間の話もしっかり聞き、話しあいました。 

全体を通して、どの部会に出席した本人さんも合流するとすぐ、「聞いてよ！見てよ！」と満

面の笑顔で報告してくれたので、本人さん皆さん有意義な時間を過ごせたはずです。様々な場面

で喋らなくても本人同士の助け合いを見受けます。やはり一緒に過ごしたり、交流があればこそ

です。親として、本人さん自身のつながりをたくさん作ってあげることが必要不可欠と再認識し

ました。第 63 回近畿知的障がい者福祉大会に出席させて頂きありがとうございました。 

（左京区 田中） 

 

グッズ紹介 
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第２回専門家による講座のご案内 

テーマ『はぐくみ支え合うまち・京都ほほえみプラン』 

※京都ほほえみプランとは、障害のある人もない人もすべての人が違いを認め合い支えあう 

まちづくりを推進することを基本方針として設定されている施策です。 

講 師：京都市保健福祉局障害保健福祉推進室 企画・社会参加推進課長 遠藤 洋一氏 

日 時：令和７年１月 28 日（火） １０：３０～１１：３０ 

場 所：京都手をつなぐ育成会事務所 ３階会議室 

事務局までお申し込みください。☏075-322-1070 

〆切り：令和７年１月２２日（水） 

 

啓発キャラバン「みやこ・まいこ隊」 

～１１月の実演を報告します～ 
 

１１月１３日（水）京都府警の警察官の方々 

 今回初めて約７０名の警察官の方々に向けて実演を行いました。さすがに厳しい訓練を受けた

皆さん、背筋を伸ばし真剣な表情で説明に耳を傾けておられるのが印象的でした。 

 内容はいつもの「スキット（寸劇）」から始まり、「知的・発達障害について」、「私のこと

を知ってください」、「どのように接すれば良いの？」の説明を行いました。「描いてみよう」

では、小中学校の生徒さんには紙に描いてもらうのですが、大人の方が対象なので「頭の中で描

いてみよう」と題して想像してもらいました。中には一点を見つめて深く考えておられる方も見

受けられました。また先方からの要望で、「合理的配慮について」、「手帳交付者数の推移」、

「体験談」もプログラムに追加し、盛り沢山の内容でした。 

 質疑応答では、「パニックが起こった場合の対処法は？」の質問に、メンバーの一人から、

「自分の場合、こうして落ち着かせた」という体験談を話されました。 

 今回は、滅多にない貴重な経験ができたことに感謝します。      （副会長 辰己）

「吹奏楽団音楽のとびら」コンサートのご案内 

日 時  令和７年２月２６日（水）１３時３０分～１５時（開場１２時３０分） 

場 所  京都コンサートホール（左京区下鴨半木町） 

主 催  京都知的障害者福祉施設協議会 

演 奏  吹奏楽団 音楽のとびら 

曲 目  アニメ曲など 

申込み・問合せ １月２１日（火）までに事務局（☏322-1070）まで 

キャラバン隊おしゃべりサロンのご案内 

日 時  令和７年２月 13 日（木）10：00～12：00 

場 所  育成会事務所 3 階 ＊オンラインで全国のキャラバン隊とつながります 

  ＊どなたでも参加できます。興味ある方はぜひお越しください。 

参加費・入場は

無料です。 
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～～～１１月青年学級だより～～～ 

世界にひとつだけのクリスマスツリーをつくりました 

日曜教室クラフトの報告 
 

日曜教室の「クラフト」が 11 月 10 日、17 日の 2 回に

分けて行われ、合わせて 60 人が参加し、クリスマスツリー

を作りました。 

講師の室田加代子先生、上手万紀子先生

から作り方の説明を聞いたあと、参加者全

員が作業を開始しました。 

まず、型紙を切り、くるっと丸めてホッ

チキスで止め、円錐状の土台を作ります。

ここまではほとんどの参加者がスイスイ進

みました。 

次に型紙に両面テープを貼り、上から毛糸をくるくる巻き

付けていきます。 

これが案外難しく、ほとんどの参加者の毛糸がデコボコに

なってしまいます。それでも驚くほどきれいに仕上げる人も

いました。世の中には手先の器用な人がいるものですねぇ。 

最後に、巻き付けた毛糸の上にビーズやポンポンをお好み

で飾り付けていきます。この作業は想像以上に難航しまし

た。ボンドの量が少ないと付かず、多すぎるとベトベトにな

ります。右手についたボンドを左手で取る、また、左手につ

いたボンドを右手で取る・・・終りの見えない泥沼にはまっ

た人もいました。 

そんなこんなで世界にひとつしかないクリスマスツリーが

ついに完成しました。苦労して完成させると愛着が湧いてく

るのか、皆さん、「家に飾ります」と言ってくださいまし

た。今年のクリスマスは思い出に残るものになるでしょう。 

日曜教室「クラフト」には講師の皆様の他、青年学級委員

の皆様にも多数ご協力をいただきました。青年学級は皆様の

力で支えられていると改めて感じました。 

 （ひかり学園 植田） 

 

～青年学級からのお知らせ～ 

令和 7 年 2 月 8 日（土）のふれあい作品展で、クリスマ

スツリーの展示を希望される方は、年明けにひかり学園に持

ってきてください。（内側に名前を貼ってください） 

お家でもどうぞ♪簡単レシピ 

☆用意するもの☆ 

緑の毛糸(紡毛)、画用紙(厚紙)、

ボンボン、大きいビーズ、フェ

ルト(星形２枚)、ホッチキス、

両面テープ、綿棒、ボンド 

① 画用紙を切って扇型を作る 

 

 

 

 

② ホッチキスでとめて円錐の形

にする   ※ボンドでとめる 
 

          ※ホッチキス 
でとめる 

③ 円錐に両面テープを縦に４か

所、同じ間隔を空けて貼る 

 

      ※両面テープを貼る 

       縦に４か所 

 

④ 上から毛糸を巻き付けていく 
     ※毛糸の最初２cm 程を 

       両面テープに貼り付け 

       平行にスキマなく巻く 

        

       ※最後はボンドで貼る 

⑤ ポンポン、大きいビーズなど 

飾りをつける 

⑥ 綿棒を円錐の内側から外に突

き出し 2 枚の★型のフェルト

で挟むようにボンドで貼る 
           

出来上がり 
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【無料電話・メール相談等本部受付件数】 

≪11 月 相談件数≫ 

療育 10件・施設 1 件 

弁護士法律相談 21日 1 件 

≪今後の予定≫ 

  12月 19日（木）  法律相談 

令和７年1 月 8日（水）相談員連絡会 

令和７年の法律相談（無料） 9:30～12:30 

１月 16 日（木） 担当弁護士 吉田 雄大氏 

当番の相談員もいます。お気軽にお越しください。 

相談会場：京都手をつなぐ育成会 

（右京区西京極新明町 38-3） 

賛助会員にお申し込み頂き心より感謝申し上げます（敬称略） 

戸倉 定敏   戸倉 君子   岡本 はつ代   田畑 誠    上田 仁美  

辰己 裕久   大栁 久美   大栁 憲一    中村 絹江 

 

 

 

【令和７年１月 活動計画】 

1/ 5     よさこい踊り隊練習 

1/ 9   コールいくせい練習 

1/11    役員例会 

1/12  青年学級（初詣） 

1/13    はたちを祝うつどい 

1/16  法律相談 

1/21  文化委員会 

1/22    支部長会 

1/23  コールいくせい練習 

1/26  青年学級（茶道教室） 

【支部だより】 

北部 1/19 新年親子のつどい（中国料理白龍） 

東部 2/5   おしゃべりカフェ（やすらぎふれあい館） 

2/11   新年お楽しみ会（がんこ高瀬川二条苑） 

伏見   1/25   新年親子のつどい（三栖会館） 

上京 2/8     ボウリング（上賀茂 MK ボウル） 

中京 1/19 新年総会（聖護院 御殿荘 光淳） 

南  1/19 新年バスツアー（多賀大社初詣） 

右京 1/26 新春のつどい（花ごころ） 

西京 1/19 新年会（前田様宅） 

令和７年第６０回京親協 はたちを祝うつどい 
  

日時：令和７年１月 13 日(祝)12 時～15 時 

 場所：京都テルサ 
 

〇 京都手をつなぐ育成会も構成団体の 

「京都障害児者親の会協議会（京親協）」 

の主催で毎年行われています。 

〇 14 時 20 分頃、青年学級の西本浩子さん 

が「はげましの言葉」を贈られ、その後、 

「お祝いひろば」でよさこい踊り隊が 

出演します 


